
１．研究の背景と目的 
少子化の進行が社会的課題となっている。2016 年 3

月 18 日に閣議決定された「住生活基本計画(全国計画)」
では、目標１として「結婚 ・出産を希望する若年世帯・

子育て世帯が安心して暮らせる住生活の実現」が掲げら

れ、子育て世帯が必要とする質や広さの住宅への入居の

支援や、子育て支援施設の立地誘導等による地域ぐるみ

の子育て環境の整備等が基本的な施策に位置づけられた。 
一方、地方公共団体１）の制度に目を向けると、子育て

世帯向けの住宅に関する独自の基準を設定し、基準を満

たす住宅の認定制度（以下「子育て住宅認定制度」とい

う。）を設け、普及に向けた支援措置を講じている先進的

な地域が存在する。今後こうした地域の取組みを全国的

な施策として普及・展開を図っていくことが重要となる。

そのためには、国において「子育てに配慮した住宅（以

下「子育て配慮住宅」という。）に関する基準やガイドラ

イン」を作成・公表し２）、その普及に向け制度的な措置

を講じていくことが求められる。 

そこで本研究では、子育て配慮住宅の基準等を検討す

るためのデータの取得を目的とし、次の２点の解明を目

的とする。【目的１】：地方公共団体の子育て住宅認定制

度における認定基準の設定の考え方、実績と普及上の課

題。【目的２】：子育て世帯が子育ての上で重要と評価す

る住宅及び居住環境のハード及びソフトの具体的な内容。 
 
２．研究の実施方法と本研究の位置づけ 
目的１については、2016 年度当初時点で制度を有する

全国 12 の地方公共団体を対象とし、ホームページ情報

で制度概要を整理した上で、電話ヒアリング調査（調査

票を事前送付：調査時期は 2016 年 10 月～12 月）によ

り、制度の実態（目的、認定基準の設定の考え方、普及

促進策、実績）と施策担当者の評価・課題認識を把握し

た。子育て住宅認定制度については先行研究が存在する

が３）、直近時点で制度を有する全地方公共団体について、

認定基準の設定の特徴・考え方や実績を比較し、制度改

善に向けた課題を考察している点に本研究の特徴がある。 
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目的２については、目的１で把握したᆺ的な認定㡯

目を㋃ࡲえて 50 㡯目の調査㡯目を設定し、WEB アンࢣ

ート調査を実施しデータを㞟した。調査は、᥇⏝した

調査会社の全国 47 㒔㐨ᗓ┴のࣔニターを対象に、住宅

タイࣉ（ᡞᘓてᣢᐙ・ᡞᘓて㈤㈚・ศㆡ࣐ンࣙࢩン・㈤

㈚アࣃート）と長子年㱋（0～3 ṓ・4～6 ṓ・ᑠ学生 1
～3 年生、ᑠ学生 4～6 年生、୰学生）ࡈとに目標ࢧンࣉ

ࣝᩘを設定し、有ຠࢧンᩘࣝࣉを☜ಖするࡲで実施し（調

査期㛫 2016 年 12 月 19 日～26 日）、計 5,042 ࣝࣉンࢧ

を得た。調査にあたっては、有ຠな重要度評価を把握す

るため、調査㡯目 50 㡯目について「住居費をけてࡶ

重要とᛮう㡯目」を把握する工ኵをした。住居費㈇担が

ቑしてࡶ、子育て世௦が重要と考える居住ニーズを具

体的に明らにしている点に本研究の特徴がある㸲）。 
 
㸱．地方公共団体の子育て住宅認定制度の実態と課題 
 ྛ地方公共団体の子育て住宅認定制度の実態、認定基

準の設定の≧ἣをศᯒし、普及㠃での課題を考察する。 
��� 認定基準のタ定の≧ἣ 

表１に対象とした地方公共団体の子育て住宅認定制度

の概要と認定の考え方を♧している。ࡲた、表２にྛ地

方公共団体の認定㡯目の設定≧ἣを比較一ぴ的に♧して

いる。「㸿 住ᡞᑓ⏝部ศ」「㹀 共⏝部ศ・ᩜ地（団地）

内」「㹁 ే設施設」「㹂 ࢧーࢫࣅ・⟶理㐠Ⴀ」「㹃 ࣑ࢥ

ࣗニࢸ・立地」のศ㢮ࡈとに認定㡯目を整理している。 
 表１で認定の考え方をみると、川ᓮᕷとὶᒣᕷは、認

定上必ࡎ満たすࡁ「必㡲㡯目」のみで制度をᵓ⠏して

いるが、そのの自体では必㡲㡯目と「㑅ᢥ㡯目」で

ᵓ成されている。㑅ᢥ㡯目のᢅいは、世⏣谷༊とᶓᕷ

は「㐺合することが望ࡲしい」㡯目としての表♧である

が、そのの自体では、一定以上の㡯目ᩘཪは一定の

点ᩘ以上を満たすことを認定の要௳としている。 
 次に、表２で༙ᩘ以上の自体で᥇⏝されている必㡲

㡯目をみると次の㡯目がヱ当する。「対象住宅」：住ᡞᩘ、

住ᡞ㠃✚、⪏ⅆ性の☜ಖ、住宅性能評価᭩の取得。「㸿 住
ᡞᑓ⏝部ศ」：ẁᕪの解消、㌿ⴠ㜵Ṇ対策、ࢡࢵࢩハࢫ࢘

対策、㐽㡢性能の☜ಖ。「㹀 共⏝部ศ・ᩜ地内」：ᩜ地内

及びᘓ≀共⏝部ศのẁᕪの解消、࢚࣋ࣞーターの設置（共

ྠ住宅）、㌿ⴠ㜵Ṇ対策、共⏝⋞関の࢜ートࣟࢡࢵ等の

ᵝ。「㹁 ే設施設」：キࢵズࣝーム・㞟会所のే設。 
必㡲㡯目ᩘは、ᖹᆒで共ྠ住宅が 18.7（᪤存住宅 11.3）

㡯目、ᡞᘓ住宅は 11 㡯目である。᭱ከはᮾி㒔の 51 㡯

目、᭱少はᶓᕷの 8 㡯目（᪤存住宅 4 㡯目）である。 

��� 制度の目的・基準・実⦼とᬑཬにྥけࡓ課題 

表３はྛ地方公共団体の制度の目的、基準設定の特徴、

普及促進策と実績、評価・課題を整理したࡶのである。 

��� 制度の目的㸸 少子化対策や子育て世帯のὶ入・定住

促進を図るために子育て支援住宅の普及促進を目的とす

るのが㸵自体（㸷制度）を༨める（目的ձ）。そのの

自体は、子育て支援住宅の認定を通じて地域向けの子

育て施設（以下「施設」という。）の整備を図ることを

らいとしている（目的ղ）。ᘓ⠏が施設のే設とࡡなࡁ

子育て支援ࢧーࢫࣅ（以下「ࢧーࢫࣅ」という。）のᥦ౪

の必要があるタイࣉ（世⏣谷༊、⚄ᡞᕷ）と、施設ే設

のみのタイࣉ（ὶᒣᕷ、川ᓮᕷ、ᶓᕷ）がある。 

��� 実⦼㸸 全制度の年当たりのᖹᆒ実績は、共ྠ住宅が

2.3 ௳㸭年、ᡞᘓ住宅（団地）が 3.9 ௳㸭年である。共

ྠ住宅で全体ᖹᆒを上ᅇっているのはᇸ⋢┴、ᮾி㒔、

ᶓᕷ、広ᓥ┴の㸲自体である。一ᐑᕷ、㈡┴は実

績がない。ᡞᘓ住宅は、ᇸ⋢┴の実績が┦対的にከい。 

��� 基準の≉ᚩとᬑཬにྥけࡓ課題㸸 制度の目的、認定

基準のỈ準、支援制度と地域の住宅事情・ᕷሙ≧ἣは制

度実績にᙳ㡪を及ࡰす。これらの関ಀと自体担当者の

評価を㋃ࡲえ、制度普及にಀる課題について考察する。 

制度実績にᙳ㡪する認定基準に関して、ྛ自、ࡎࡲ

体の制度の住宅ハード（「㸿 住ᡞᑓ⏝部ศ」及び「㹀 共
⏝部ศ・ᩜ地内」）の必㡲㡯目ᩘをኚᩘとした「㠀㝵ᒙࢡ

ラࢫターศᯒ（k-means ἲ）」を（ࢡラࢫターᩘを㸲ಶ

と設定して）行い㸳）、㢮ᆺ化した。結ᯝを表３の基準認

定の特徴の㢮ᆺḍに♧す。㢮ᆺϨが必㡲㡯目ᩘ（住ᡞᑓ

⏝部ศ、共⏝部ศ・ᩜ地内とࡶ）᭱ ከ、ついで㢮ᆺϩ（住

ᡞᑓ⏝部ศをより重ど）、㢮ᆺϪ（共⏝部ศ・ᩜ地内を重

どし、住ᡞᑓ⏝部ศはᖹᆒᮍ満）の㡰となり、㢮ᆺϫが

（住ᡞᑓ⏝部ศ、共⏝部ศ・ᩜ地内とࡶ）᭱少となる。 

����� 目的ձの制度㸸 少子化対策や子育て世帯のὶ入・

定住促進に向けて、住宅ハードらソフトࡲでࣂランࢫ

の取れた住宅の普及を目的とするが、実績はᵝࠎである。 
実績が全体ᖹᆒを上ᅇる３自体のうࡕ、ᇸ⋢┴、広

ᓥ┴は住宅ハードの必㡲㡯目ᩘが᭱少の㢮ᆺϫである。

㑅ᢥ㡯目はᖜ広く設定されているが、ከᵝな㑅ᢥ⫥によ

り事ᴗ者のព工ኵをྍ能としている。ࡲたᥦᦠࣟーン、

容✚⋡⦆（広ᓥ┴）の支援制度ࡶ存在する。ᮾி㒔は

必㡲㡯目が᭱ከの㢮ᆺϨであるが、先行施策の「子育て

世帯向けඃⰋ㈤㈚住宅制度（ࣔデࣝ事ᴗ）」による事ᴗ者

ニーズ等を㋃ࡲえて基準が設定されている㸴）。ࡲた、整

備費⿵ຓや容✚ቑの支援制度ࡶ存在する。これらの点
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がྛ自体でᖹᆒを上ᅇる実績の理⏤と考えられる㸵）。 

次に、実績が全体ᖹᆒを下ᅇる自体についてみる。

ቚ⏣༊は住宅ハードの必㡲㡯目ᩘが᭱ᑠの㢮ᆺϫである

が、一定Ỉ準の㥔㍯ሙの☜ಖや、㑅ᢥ㡯目ではあるが共

⏝部ศ・施設ే設の㡯目の୰ら一定ᩘの㐺合が要௳で

ある。住宅整備費⿵ຓ等が設けられているが㸶）、༊の担

当者は地域的にᑠつᶍᩜ地での事ᴗがከいため支援制度

の⏝が㞴しく、ᘓ≀・ᩜ 地つᶍにᙳ㡪を及ࡰす基準（住

ᡞᩘ、住ᡞ㠃✚、㥔㍯ሙ、ࣞࣉイࣟࢵト等）が㊊ᯬにな

っていると評価している。地域のᩜ地事情を㋃ࡲえた基

準設定が課題である。㜰ᕷは住宅ハードが㢮ᆺϩで、

」ᩘの✀㢮の施設ే設とࢧーࢫࣅのᥦ౪ࡶ必㡲である。

整備費⿵ຓはないが、容✚ቑ制度の活⏝等によって一

定の実績はある㸷）。しし、近年は実績がఙびᝎࢇでお

り、ᕷの担当者は基準のぢ直しが課題と評価している。 

一方、一ᐑᕷと㈡┴は実績がない。一ᐑᕷは、住宅

ハードは㢮ᆺϩで、つ」ᩘの✀㢮の施設ే設とࢧーࣅ

ᥦ౪の方が必㡲であるが、支援制度はない。この点ࢫ

が実績にᙳ㡪していると考えられる。㈡┴は、住宅ハ

ードは㢮ᆺϪであり、施設ే設やࢧーࢫࣅᥦ౪にಀる必

㡲㡯目の設定ࡶないが、㑅ᢥ㡯目がᖜ広く設定されてお

り、一定㡯目ᩘの㐺合が求められる。ᕷの担当者は、㑅

ᢥ㡯目をྵめた基準の内容にຍえて、࣐ンࣙࢩン౪⤥の

┦対的少なさが実績にᙳ㡪していると評価している。 

子育て・子育ࡕのほ点らの安全性やᛌ㐺性の☜ಖと、

地域性やᕷሙでの普及性のࣂランࢫを㋃ࡲえた認定㡯

目・Ỉ準の設定と支援制度の整備が課題となる。 

����� 目的ղの制度㸸 住宅౪⤥を通じて施設の整備促

進を重どする制度である。全体ᖹᆒを上ᅇる実績がある

のはᶓᕷである。住宅ハードは必㡲㡯目ᩘが᭱少の㢮

ᆺϫであり、㑅ᢥ㡯目ࡶ㐺合を必要としない。ᥦᦠࣟー

ンや容✚ቑの支援制度ࡶ設けられている。地域に開ᨺ

された施設（ಖ育所、ぶと子のついの広ሙ等）の整備

を᭱の目的とし、施設ే設住宅の普及に配慮している。 

⾲１ ྛ地方公共団体の子育て住宅認定制度のᴫせ・認定の⪃࠼方 

自治体
名 

制度名 制定年 
対象 
住宅 

子どもの
年齢想定 

認定の考え方 

埼玉県 子育て応援マンショ
ン認定制度 

2011 年 
4 月（2016
年 1 月改） 

共同住宅／ 
新築・既存 

満 18 歳未
満 

【必須項目】全項目に適合。  【選択項目】①住戸専有部分(A)：17 点以上（全 25 点中）／②共
用部分(B・C)：24 点以上（全 36 点中）／③サービス・管理運営(D)：1 項目以上適合（3 以上適合
の場合は他の配点に優遇）／④立地（E）：12 点以上（全 18 点中） 

子育て応援分譲住
宅認定制度 

2011 年 
4 月 
（2016 年
10 月改） 

戸建住宅 
（5 戸以上団
地）／新築 

概ね 12 歳
（小学校卒
業）まで 

【必須項目】住宅の仕様：全項目に適合。  【選択項目】①「ゆとり重視型（住宅延べ面積が 100
㎡以上かつ敷地面積が 110 ㎡以上）」：各項目（a〜c＊）に定める基準に各１以上適合／③機能
重視型（住宅延べ面積が90㎡以上かつ敷地面積が100㎡以上）」：各項目（a〜c＊）に定める基
準に各 2 以上適合／④立地（E）：12 点以上（全 18 点中）  ＊a：家族の絆の確保等、b：子ども
の安全性確保、c：居住環境の確保 

埼玉県 
流山市 

子育て応援マンショ
ン認定制度 

2016 年 
4 月 

共同住宅／ 
新築・既存 

概ね 12 歳
（小学校卒
業）まで 

【必須項目】①「子育て応援マンション」：全項目に適合。   
（【選択項目】②「特別応援マンション」：全項目のうち 18 項目以上適合。特に積極的に子育て支
援施策を実施しているマンションとして認定。） 

東京都 子育て支援住宅認
定制度 

2016 年 
2 月 

共同住宅／ 
新築・既存 

12 歳に達
する年の
年度末ま
で 

【必須項目】全項目に適合。  【選択項目】①新築：12 項目以上（「立地（E）」1 項目以上、「住戸
部分(A)」8 項目以上、「共用部分(B)」1 項目以上、「施設併設・サービス(C・D)」1 項目以上等）に
適合／②既存・改修：23 項目以上（「立地（E）」1 項目以上、「住戸専用部分(A)」15 項目以上、
「共用部分(B)」5 項目以上、「施設併設・サービス(C・D)」1 項目以上等）に適合 

墨田区 すみだ良質な集合
住宅認定制度 
（子育て型） 

2013 年 
4 月（旧制
度：2002
年） 

共同住宅／
新築・既存 

規定なし 【必須項目】全項目に適合  【選択項目】分類ごとに次に適合。①住戸専用部分(A)：適合する
項目の配点合計が 10 点以上／②共用部分(B・C)：同 10 点以上／③サービス・管理運営(D)：同
5 点以上／④立地(E)：適合する項目の配点を「住戸専用部分」「共用部分」に分配し、当該合計
点に加算可能 

世田谷
区 

子育て支援マンショ
ン認証制度 

2006 年 
4 月 

共同住宅／ 
新築・既存 

規定なし 【必須項目】全項目に適合。  【選択項目】適合することが望ましい 
※ 認証期間は 3 年単位（再認証可能） 

川崎市 子育て等あんしんマ
ンション認定制度 

2008 年 
4 月 

共同住宅／ 
新築・既存 

規定なし 【必須項目】全項目に適合。  ※ 認定期間は 5 年単位（再認定可能） 

横浜市 地域子育て応援マ
ンション認定制度 

2008 年 
10月2015
年8月改） 

共同住宅／ 
新築・既存 

規定なし 【必須項目】全項目に適合。①新築「住まい＆子育て支援施設認定マンション」：住戸面積、バリ
アフリー化、遮音性、子育て支援施設に適合／②既存「子育て支援施設認定マンション」：住戸
面積、子育て支援施設に適合。  【選択項目】適合することが望ましい（適合状況を公表）。 

愛知県 
一宮市 

子育て世帯向け民間
マンション認定制度 

2008 年 
4 月 

共同住宅／ 
新築 

規定なし 【必須項目】全項目に適合。 【選択項目】7 項目以上に適合。「住戸専用部分(A)」及び「共用部
分(B)」は各 1 項目以上、「サービス・管理運営(D)」は 2 つ以上のサービスを実施すること 

滋賀県 子育て応援マンショ
ン認定制度 

2015 年 
4 月 

共同住宅
（分譲）／新
築 

概ね 12 歳
（小学校卒
業）まで 

【必須項目】①全住戸のうち３割以上の住戸：全必須項目に適合／②マンション及び周辺：全必
須項目に適合。 【選択項目】①住戸専有部分(A)：適合する項目の得点合計 11 点以上／②マ
ンション及び周辺(B～D)：同 11 点以上（うちソフト事業(D)4 点以上）／③立地(E)：同 10 点以上 

子育て応援戸建て
住宅認定制度 

2015 年 
4 月 

戸建住宅（10
戸以上団地） 
／新築 

概ね 12 歳
（小学校卒
業）まで 

【必須項目】①分譲住宅団地を構成する全住宅のうち３割以上の住宅：全項目に適合／②分譲
住宅団地及び周辺：全項目に適合。  【選択項目】①住戸専有部分(A)：適合する項目の得点
合計 10 点以上／②分譲住宅団地及び周辺(B～D)：同 6 点以上／③立地(E)：同 10 点以上 

大阪市 子育て安心マンショ
ン認定制度 

2005 年 
6 月（2013
年3月改） 

共同住宅／
新築 

規定なし 【必須項目】①住戸専用部分：全認定基準に適合する住宅が全住戸の過半／②共用部分：全
認定基準に適合。  【認定基準に適合】 「快適で安心」、「便利で安心」、「安全で安心」、「楽し
くて安心」、「いろいろ安心」５視点から 17 項目を抽出し 7 分類（a～g）。各分類について、a～c
及び e～g は１項目以上、d はバリアフリーを含む 1 項目又はそれ以外の 2 項目以上を満たす場
合を認定基準に適合とする 

神戸市 こうべ子育て応援マ
ンション認定制度 

2005 年 
8 月（2015
年4月改） 

共同住宅／ 
新築・既存 

規定なし 【必須項目】全項目に適合（評価度 a 項目）。 【選択項目】①評価度 b 項目：5 項目以上適合（全
7 項目中）／②評価度 c 項目：3 項目以上適合（全 8 項目中）／③管理運営上の工夫（評価度 d
項目）：事業者が提案し実施する子育て応援のための管理運営上の工夫（３年以上継続して実
施）のうち 1 項目以上適合。 

広島県 子育てスマイルマン
ション認定制度 

2013 年 
3 月（2014
年4月改） 

共同住宅／ 
新築・既存 

規定なし 【必須項目】全項目に適合。  【選択項目】①近所の子どもが集まり遊べる住まい環境(a)：適合
している項目の配点の合計が 16 点以上／②地域の人たちが助けてくれる住まい環境(b)：同 6
点以上／③親同士が助け合い・交流できる住まい環境(c)：同 6 点以上／④働きながら子育てで
きる住まい環境(d)：同 11 点以上／⑤安心して子育てできる住まい環境(e)：同 11 点以上 
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⾲２ ྛ地方公共団体の子育て住宅認定制度の認定㡯目のタ定≧ἣ 

認定㡯┠  

ඹྠ住宅 戸ᘓ住宅 
埼玉 
県 

流山 
市 

東京 
都 

墨田 
区 

世田谷
区 

川崎 
市 

横浜 
市 

一宮 
市 

滋賀 
県 

大阪 
市 

神戸 
市 

広島 
県 

埼玉 
県 

滋賀 
県 

 

住戸ᩘ 11 䖃  䖃㻛䖃  䖃 䖃 䖃 䖃  䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 
住戸面積 13 䖃 䖃㻛䖃 䖃 䖃  䖃  䖃 䖃 䖃 䖃  䖃  䖃  䖃 䖃  
敷地面積 3          䖃   䖃 䖃 
⪏㟈性 4   䖃㻛䖃 䖃 䖃㻛  䖃             
⪏ⅆ性（⪏ⅆ構㐀又は準⪏ⅆ構㐀） 7  䖃 䖃㻛䖃 䖃 䖃 䖃㻛     䖃   䖃 
住宅性能評価᭩（設計及び建設） 8 䖃    䖃 䖃㻛  䖃 䖃 䖃 䖃 䖃   

  

バリ
アフ
リー 

ẁᕪのゎᾘ 11 䖃 䖂 䖃㻛䕧 䖃 䖃  䖃㻛  䖃㻛  䖃  䖃 䕧d  䖃  䖃    䖃  
㝵ẁの構㐀（㋾上䛢、㋃面、㋾㎸み等） 5  䖃㻛䕧   䖃㻛         䖃 䖃  䖃  
ᡭすり（㌿ⴠ㜵Ṇ以外）の設⨨ 2   䖃㻛䖃※   䖃㻛                
㏻㊰・出ධཱྀのᖜဨ 2   䖃㻛䕧   䖃㻛                

事ᨾ 
㜵Ṇ 

㌿ⴠ㜵Ṇ（バル䝁䝙ー、❆、ᗯୗ等） 8 䖃   䖃㻛䖃 䖃 䖃      䖃  䖃     䖃    䖃  
⾪✺㜵Ṇ（ᰕ・ቨのゅ、䝗ア等） 2 䕧A   䖃㻛䖃 䕧A 䖃※     䕧A 䕧A 䕧d  䕧bc 䕧ae 䕧b 䕧A  
㌿ಽ㜵Ṇ（ᗯୗ、Ỉᅇり等） 3 䕧A   䖃㻛䖃 䕧A 䖃      䖃 䕧A 䕧d 䕧b 䕧ae   䕧A 
ᣦᣳみ㜵Ṇ（䝗ア、❆） 3 䕧A   䖃㻛䕧A 䕧A 䖃    䕧  䕧A 䕧A  䖃  䕧b   䕧b  䕧A 
㛢䛨㎸め㜵Ṇ（ᾎᐊ、トイ䝺等） 3   䖃㻛䖃       䖃    䖃  䕧c     
༴㝤⟠所䜈の㐍ධ㜵Ṇ（ᾎᐊ、㝵ẁ等） 3 䕧A 䖂  䖃㻛䖃※ 䕧A 䖃       䕧A  䖃    䕧b 䕧A 
䝁ン䝉ントឤ㟁㜵Ṇ 3 䕧A   䖃㻛䕧A 䕧A 䖃     䕧A 䕧A 䖃   䕧b  䕧A 
䜺䝷ス㣕ᩓ㜵Ṇ 1   䖃㻛䕧A       䕧A         
ⅆയ㜵Ṇ（ㄪ理ჾල、ᾎᐊ䜹䝷ン等） 2   䖃㻛䖃※ 䖃               

㜵≢ 
ᑐ策 

⋞㛵ᡬ・❆等の構㐀 3 䕧A 䖂  䖃㻛䕧A       䕧    䖃      䕧ae 䕧b  䖃  
䝩ー䝮䝉䜻䝳リ䝔䜱 0 䕧A              䕧A       䕧b 䕧A  
イン䝍ー䝩ン 2 䖂  䖃㻛䕧A           䖃           

㜵⅏ 
ᑐ策 

家ලの㌿ಽ㜵Ṇ 3   䖃㻛䖃   䖃         䖃          
⪏㟈䝗アの᥇用 1 䕧A                䖃         

ᗣ
性 

᪥↷・㏻㢼 0   䕧㻛䕧A                       
シ䝑䜽䝝䜴ス（䝩ル䝮アル䝕䝠䝗）ᑐ策 11 䖃 䖂  䖃㻛䖃 䖃＊1 䖃  䖃㻛    䖃  䖃  䖃 䖃  䕧ae 䖃  䖃  

遮音 
性能 

重㔞ᗋ⾪ᧁ音ᑐ策 7 䖃 䖂  䖃㻛䕧A 䖃＊1     䖃㻛  䖃  䖃    䕧b  䖃      
㍍㔞ᗋ⾪ᧁ音ᑐ策 6 䖃    䖃＊1     䕧  䖃 䖃 䖃    䖃     
⏺ቨ䜈のᑐ策 3 䕧A   䖃㻛䕧A 䕧A       䖃  䕧A  䖃          
㛤ཱྀ部の音₃れᑐ策 1 䕧A   䖃㻛䕧A 䕧A         䕧A        䕧c 䕧A  

各部
のᗈ
䛥、
間ྲྀ
り、設
ഛ等
の工
夫 

⣡㔞、⣡⋡ 1 䕧A   䕧㻛䕧A 䕧A  䕧    䕧  䖃  䕧A 䕧b  䕧c  䕧e  䕧a  䕧A  
⋞㛵のᗈ䛥 3 䕧A   䖃㻛䕧A       䕧  䖃 䕧A 䕧b      䖃  䕧A  
トイ䝺のᗈ䛥 1   䖃㻛䕧A 䕧A 䕧     䕧A      䕧c        
ᾎᐊのᗈ䛥 1   䖃㻛䕧A 䕧A                      
リビン䜾のᗈ䛥・⣡、リビン䜾中心 0              䕧A  䕧c      䕧a 䕧A  
ᐷᐊのᗈ䛥 0    䕧A       䕧A             
㌣యኳ㧗䛥 0                䕧a         
間ྲྀりの可ኚ性 0 䕧A   䕧㻛䕧A 䕧A 䕧   䕧    䕧A  䕧a      䕧a  䕧A  
ぢᏲれる工夫（ᑐ面䜻䝑䝏ン等） 1 䕧A   䕧㻛䕧A 䕧A 䕧     䕧A  䕧A  䕧a   䕧e  䖃  䕧A  
Ὑ℆ᖸしの工夫（ᾎᐊᬮᡣ⇱機等） 1   䕧㻛䕧A         䖃              
↷᫂スイ䝑䝏（位⨨、䝽イ䝗スイ䝑䝏等） 1   䖃㻛䖃                       
子どものい䜔すい設ഛ（䝺バー䝝ン䝗
ル、䝺バーᘧỈᰦ㔠ල等） 

2 䕧A  䖃㻛䕧A  䖃        䕧c  

ởれᑐ策（ᤲ㝖し䜔すい仕上䛢ᮦ等） 0            䕧A             
バル䝁䝙ー等䜈のス䝻䝑䝥シン䜽設⨨ 0 䕧A  䕧㻛䕧A 䕧A   䕧  䕧A      
ᗋᬮᡣ設ഛ 0            䕧A     䕧c        
イン䝍ー䝛䝑ト・䝤䝻ー䝗バン䝗ᑐ応設ഛ 0 䕧A            䕧c  

 
バリ
アフ
リー 

㐨㊰等から建≀出ධཱྀまでのな⛣
ື（ẁᕪゎᾘ等） 

7 䕧BC 䖃 䖃㻛䕧B 䕧BC  䖃㻖1 䖃㻛 䖃 䖃 䕧e 䖃  䕧c  

建≀出ධཱྀから住戸までのẁᕪゎᾘ 6 䕧BC 䖃 䖃㻛䕧B   䖃㻖1 䖃㻛 䕧B 䖃 䕧e  䖃 䕧c  
共用㝵ẁの構㐀及びᙧ状等 2   䖃㻛䕧B 䕧BC  䖃㻛  䕧B   䕧b    
共用㝵ẁの↷᫂ 0   䕧㻛䕧B            
䜶䝺䝧ー䝍ーの設⨨ 10 䖃 䖃 䖃㻛䕧B 䖃 䖃 䖃㻛  䖃 䖃  䖃 䖃   
䜶䝺䝧ー䝍ーの仕様（᧯స┙の㧗䛥等） 4 䕧BC 䖃 䖃㻛䕧B 䕧BC  䖃㻛  䕧B 䕧BCD  䖃    
共用⋞㛵の仕様（䜸ート䝻䝑䜽等） 5  䖃 䖃㻛䕧B 䕧BC   䕧 䖃 䖃  䖃    
共用ᗯୗ・ᒇෆ㏻㊰のᖜဨ 1  䖃             

事ᨾ 
㜵Ṇ 

㌿ⴠ㜵Ṇ（共用ᗯୗ・㝵ẁ等） 7   䖃㻛䖃 䖃    䖃 䖃 䖃 䖃 䖃   
⾪✺㜵Ṇ（共用ᗯୗ・䜺䝷ス面等） 2 䕧BC   䕧BC 䖃   䕧B 䕧BCD 䖃 䕧c    
㌿ಽ㜵Ṇ（共用ᗯୗ・敷地ෆ㏻㊰等） 1   䖃㻛䕧B            
ᣦᣳみ㜵Ṇ（共用䝗ア等） 0       䕧        
༴㝤⟠所䜈の㐍ධ㜵Ṇ（機Ეᐊ等） 3 䕧BC 䖃 䖃㻛䖃 䕧BC 䖃    䕧  䕧b    
ⴠୗ≀に䜘る༴㝤㜵Ṇ 2 䕧BC  䖃㻛䖃      䕧BCD 䖃     
敷地ෆのṌ㌴分㞳等 2  䖂      䖃  䖃  䕧a   
敷地周ᅖの安全性（交㏻㔞、Ṍ㐨等） 0 䕧BC   䕧BC   䕧  䕧BCD     䕧BCD 

㜵≢ 
ᑐ策 

共用⋞㛵の仕様（䜸ート䝻䝑䜽等） 6 䕧BC 䖃 䖃㻛䖃 䕧BC   䕧 䖃 䖃 䖃 䖃 
䕧 

abde 

  
䜶䝺䝧ー䝍ーの仕様（❆、㜵≢䜹䝯䝷等） 5 䕧BC 䖃 䖃㻛䕧B      䖃 䖃 䖃   
┘視の目の⾜きᒆく配៖（管理ᐊ、ぢ㏻
し、┘視䜹䝯䝷、㒑便ཷけ、↷度等） 

3 䕧BC 䖂 䖃㻛䖃 䕧BC   䕧 䕧B 䖃 䖃    

䜸ー䝥ン外構（పい⏕けᇉ䜔ሟ等） 2             䖃㻖2 䖃 

㜵⅏ 
㑊㞴㏻㊰の建ල 2  䖂   䖃     䖃     

㜵⅏ഛᗜの確保 0  䖂   䕧          

㌴ᐤ

䛫等 

㌴ᐤ䛫ス䝨ースの確保 0 䕧BC 䖂  䕧BC    䕧B 䕧BCD 䕧㼒  䕧d   

ᚅ合ス䝨ースの確保（㏦㏄バス等） 1 䕧BC 䖂  䕧BC     䕧BCD    䖃㻖2 䕧BCD 

㥔㌴ 

㥔㍯

所 

䜹ー䝫ートの確保 0              䕧A 
㥔㍯場の確保 5 䖃  䖃㻛䕧B 䖃 䖃   䕧B 䕧BCD 䕧㼒 䖃 䕧ad  䕧A 

䝧ビー䜹ー・୕㍯㌴⨨場の確保 2  䖃 䖃㻛䕧B 䕧BC     䕧BCD 䕧㼒 䕧c    

ᗞ等 ᗞ・ᒇ外Ỉᰦの確保 0              䕧A 

自
治
体
数 

対
象
住
宅 

Ａ 

住
戸
専
用
部
分 

Ｂ 

共
用
部
分
・敷
地
内 
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⾲２ ྛ地方公共団体の子育て住宅認定制度の認定㡯目のタ定≧ἣ㸦ࡘづࡁ㸧 

認定㡯┠  

ඹྠ住宅 戸ᘓ住宅 
埼玉 
県 

流山 
市 

東京 
都 

墨田 
区 

世田谷
区 

川崎 
市 

横浜 
市 

一宮 
市 

滋賀 
県 

大阪 
市 

神戸 
市 

広島 
県 

埼玉 
県 

滋賀 
県 

 共用設ഛ 

ᡭὙい場の設⨨ 0 䕧BC 䖂 䕧㻛䕧B 䕧BC      䕧㼒     
共用トイ䝺の設⨨ 0 䕧BC  䕧㻛䕧B 䕧BC      䕧㼒     
䛚むつ᭰䛘・ᤵஙのス䝨ース確保 0 䕧BC 䖂        䕧㼒     
共用䝩ール等䜈の AED 設⨨ 0  䖂             
ト䝷ン䜽ルー䝮の設⨨ 0        䕧B       
䝧ン䝏等の設⨨ 0   䕧㻛䕧B         䕧a   
⥳地・⳯ᅬ等の確保 0 䕧BC  䕧㻛䕧B    䕧      䕧c  
䝂䝭集積所 1   䖃㻛䖃            

 併設施設 

䜻䝑䝈ルー䝮・集所の併設 6 䕧BC 䖂 䕧㻛䕧CD 䕧BC 䖃 䖃 䕧 䖃 䕧BCD 䖃 䖃 䕧cd 䖃㻖2 䕧BCD 
䝥䝺イ䝻䝑トの併設 3 䕧BC  䕧㻛䕧CD 䕧BC 䕧  䕧 䖃 䕧BCD 䖃 䖃 䕧ad  䕧BCD 
子育て支援施設（保育所、親と子の
つどいのᗈ場等）の併設 

2 䕧BC 䖃 䕧㻛䕧CD 䕧E   䖃        

交流をಁすス䝨ースの設⨨ 0   䕧㻛䕧CD       䕧g     

 

子育て 
サービス 

子育て支援サービス（育ඣ┦ㄯ、ク
ඣサービス、家事サービス、専㛛
ሗ提౪等）の実施 

2 
䕧D 
い䛪
れか 
適合 

䖂 䕧㻛䕧CD 䕧D 䖃   
䖃D 
䠎つ 
実施 

䕧BCD 䕧g 䕧d 䕧d  䕧BCD 

交流機 
ධ居者間䜔周辺住民との交流イ䝧
ント・子育てάື支援の実施 

3 䖂 䖃㻛䖃 䕧D 䖃    䕧BCD 䖃 䕧d 
䕧 
abc 䖃 

い䛪れ
か୍つ 

䕧BCD 

地域㐃ᦠ 
近㞄保育・་⒪施設と㐃ᦠした子
育て支援サービス等の実施 

1   䕧D     䕧BCD  䕧d 䕧e 䕧BCD 

ሗ提౪ 子育てሗの提౪(ᥖ♧ᯈ等) 2   䖃㻛䖃           
ເ集 ເ集からධ居までの配៖ 1   䖃㻛䖃            
管理・⏕
άルール 

な᪥ᖖ⏕άを営むための管
理・⏕άルール等のస成 

1  䖂 䖃㻛䖃            

  

地域・䝁䝭䝳
䝙䝔䜱άື 

地域の䝁䝭䝳䝙䝔䜱άື（⮬、
Ꮨ⠇⾜事、㜵≢、㜵⅏等）がάⓎ 

1  䖂 䕧㻛䕧E          䖃㻖2 䕧BCD 

子育て 
施設等 

地域の子育て支援施設の近᥋性 1 䕧E  䖃㻛䖃 䕧E     䕧E 
䕧g 
い䛪
れか 
୍つ 

 䕧c 䕧E 䕧E 
保育所、ᗂ⛶ᅬの近᥋性・利便性 0 䕧E  䕧㻛䕧E 䕧E     䕧E  䕧d 䕧E 䕧E 
ᩍ育施設（小・中学校、ᅗ᭩㤋、学
❺䜽䝷䝤、公民㤋等）の近᥋性 

0 䕧E  䕧㻛䕧E 䕧E     䕧E  䕧b 䕧E 䕧E 

་⒪施設の近᥋性 0 䕧E  䕧㻛䕧E 䕧E     䕧E  䕧e 䕧E 䕧E 
⏕ά利便
施設 

ၟ業施設の近᥋性 0 䕧E  䕧㻛䕧E      䕧E   䕧d 䕧E 䕧E 
㥐・バスの近᥋性 0   䕧㻛䕧E         䕧d   

公ᅬ等 公ᅬ・⮬↛等の近᥋性 2 䕧E  䖃㻛䕧E      䕧E 䖃  䕧ac 䕧E 䕧E 

ᚲ
㡲
㡯
┠
ᩘ 

合計 【18㻚7(11㻚3)㻛11㻚0】 10 13 51㻛25 10 24 16㻛5 8㻛4 24 17 25 16 11 12 10 
䠝 ᑐ㇟住宅・住宅専有部分 【10㻚5(6㻚3)㻛 8㻚0】 7 2 29㻛14 7 16 10㻛2 5㻛3 14 9 13 6 8 7 9 
䠞 共用部分・敷地ෆ 【6㻚3（2㻚7)㻛 1㻚5】 2 10 16㻛6 3 5 5㻛2 2㻛0 6 8 8 8 3 2 1 
䠟 併設施設 【0㻚8(0㻚7）㻛 0㻚5】 0 1 0㻛0 0 1 1㻛1 1㻛1 2 0 2 2 0 1 0 
䠠 サービス・管理運営 【0㻚8(1㻚3）㻛 0㻚5】 0 0 4㻛4 0 2 0㻛0 0㻛0 2 0 1 0 0 1 0 
䠡 䝁䝭䝳䝙䝔䜱・立地 【0㻚3(0㻚3)㻛 0㻚5】 0 0 2㻛1 0 0 0㻛0 0㻛0 0 0 1 0 0 1 0 

! ! !

! !

!

そのの自体の実績は全体ᖹᆒを下ᅇる１㸮）。世⏣谷

༊は事ᴗによる施設ే設にຍえて、ࢧーࢫࣅのᥦ౪が

必㡲である。⚄ᡞᕷࡶ」ᩘの✀㢮の施設ే設と（」ᩘの

㡯目らの㑅ᢥはྍ能であるが）ࢧーࢫࣅのᥦ౪が必㡲

である。事ᴗによるࢧーࢫࣅのᥦ౪を要௳とするሙ合、

求めるࢧーࢫࣅの内容のከさやᥦ౪期㛫の長さによって

は１１）、事ᴗの㈇担がࡁくなり、制度⏝につながり

にくいとゝえる。事ᴗ者に求めるࢧーࢫࣅと自体によ

るࢧーࢫࣅᥦ౪や支援制度とのࣂランࢫが課題となる。 

川ᓮᕷは住ᡞᑓ⏝部ศの必㡲㡯目ᩘは᭱少の㢮ᆺϪで

あるが、一定の住宅性能評価᥎ዡ等⣭の☜ಖ１２）が要௳

で、ᕷの担当者はその基準が㧗いと課題認識している。

なお、世⏣谷༊、川ᓮᕷでは整備費⿵ຓが設けられてい

るが、ే設施設（キࢵズࣝーム・子育てᵝの㞟会所）

のみが対象である。このため、子育ての安全やᛌ㐺に配

慮した住宅の性能やᵝの☜ಖへのインࢭンࣈࢸには

なりにくく、⿵ຓのຠᯝはᑠさいと評価されている１３）。 

子育て施設のే設を重どする制度では、住宅ハードの

基準設定にຍえて、住宅整備の支援策ࡶ検討課題となる。 

�����  ᪤Ꮡ住宅の基準に࠸ࡘて㸸 制度対象には一ᐑᕷ、

㈡┴、㜰ᕷを㝖いて、᪤存住宅ࡲྵࡶれる。しし、

᪂⠏住宅と᪤存住宅とで␗なる認定基準を設定している

のは、ᮾி㒔、川ᓮᕷ、ᶓᕷのみである。これら３自

体では、᪤存住宅では必㡲㡯目をῶらすなして普及

㠃に配慮している。そのため、実績に༨める᪤存住宅の

合は、ᮾி㒔 ���௳、川ᓮᕷ ���௳と༙を༨める。

ᶓᕷは᪂⠏住宅の基準ࡶ┦対的にపいため᪂⠏の合

が㧗いが、᪤存住宅ࡶ ���� ௳を༨める。一方、᪂⠏住宅

の基準を᪤存住宅にࡶそのࡲࡲ㐺⏝している自体では、

᪤存住宅での実績はとࢇཪは全くない。子育て世帯

向けのⰋ質な᪤存住宅のὶ通の促進が政策課題となって

おり１㸲）、᪤存住宅にಀる㐺ษな基準の設定が課題である。 

【ὀ】 1）表㢌の⮬యᩘに♧す⦪ḍのᩘᏐは、各認定項目を必須項目としている⮬యᩘを♧している。 
2）表中のグྕは次のと䛚りである。な䛚、䖃༳及び䕧༳ᶓのアルフ䜯䝧䝑トは表１の「認定の⪃䛘᪉」ḍにグ㍕しているアルフ䜯䝧䝑トとᑐ応している。 

「䖃」は必須項目、「䕧」は選択項目、「䖂」は流ᒣᕷに䛚ける特別マンショの項目。な䛚、「䖃／䖃、䖃／䕧」はᕥグについて「新築／既存」の୪びで表♧している。 
「※１」：⣽項目が設けられて䛚り、⣽項目に䜘䛳ては選択項目が含まれているもの   
「＊1」：新築と既存で確保する性能Ỉ準が␗なるもの  「＊2」：＊2 ༳のけた項目の中でい䛪れかを確保することが必須の項目 

3）表末の必須項目ᩘのᶓḍのᩘᏐは各⮬య制度の必須項目ᩘを、【 】ෆのᩘᏐは全制度のᖹᆒ必須項目ᩘを「【共同住宅（ᣓᘼෆは既存のみ）／戸建住宅】で♧している。 
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⾲㸱 ྛ地方公共団体の子育て住宅認定制度の目的ࠊ基準タ定の≉ᚩࠊᬑཬಁ㐍⟇ࠊ実⦼ཬࡧホ౯・課題 

 自治
体名 

対象 
┠ⓗ
䈜㻝 

ᇶ‽タ定の≉ᚩ 䈜㻞 
ᬑཬಁ㐍⟇ ᐇ⦼ 䈜㻟 ホ౯䞉ㄢ㢟 䈜㻠 

㢮ᆺ 䠝 䠞 䠟 䠠 䠡  

ඹ
ྠ
住
宅 

ᇸ⋢
┴ 

新築・ 
既存 

① 䊣 
䕦 
(䕕) 

䕦 
(䕕) 

䠉 
(䕕) 

䠉
(䕕) 

䠉
(䕕) 

・必須項目は住宅䝝ー䝗のみの設定で項目ᩘも᭱
ᑡの類型。選択項目は全యにᖜᗈく設定して䛚
り、選択⫥に䜘るᑐ応は可能だが、分類ごとに୍
定の適合が必せ。 

ϸ)認定マー䜽 
Ϲ)ሗ提౪ 
Ϻ)ᦠ帯䝻ーン 

24 ௳・ 
5㻘328 戸 
（3 ௳） 
【4 ௳㻛年】 

・実⦼は䜋䜌୍定で᥎⛣。既
存は公的住宅が中心で民
間住宅での制度ά用の䝯リ
䝑ト等の᫂確化がㄢ㢟。 

流ᒣ
ᕷ 

新築・ 
既存 

② 
㻙2 

䊢 
䕦 
(䠉) 

䕿
(䠉) 

䕿
(䠉) 

䠉
(䠉) 

䠉
(䠉) 

・住宅䝝ー䝗は住戸専用部分の必須項目ᩘは᭱
ᑡで、共用部分・敷地を䜘り重視。地域の子育て
支援にᑐ応するため、子育て支援施設の設⨨が
必須。選択項目の設定はない。 

ϸ)認定マー䜽 
Ϲ)ሗ提౪ 
 

2 ௳・792 戸 
（1 ௳） 
【2 ௳㻛年】 

・ᬑ及を目ᣦし、近年の新築
住宅୍⯡䝺䝧ルを定し基
準化。制度㛤ጞᚋ┤ᚋで、
制度周▱が必せ。 

ᮾி
㒔 

新築 

① 

䊠 
䖂
(䕕) 

䖂
(䕕) 

䠉
(䕕) 

䖂
(䕕) 

䖂
(䕕) 

・必須項目は、併設施設以外の住宅䝝ー䝗からソ
フト支援・立地までᖜᗈく設定し、住宅䝝ー䝗の
必須項目ᩘが᭱ከの類型。子育て支援サービス
䜔䝁䝭䝳䝙䝔䜱ᙧ成、立地等のソフト面も重視。選
択項目も全యにᖜᗈく設定。᭱も基準が㧗い。 

・既存住宅は住宅䝝ー䝗の必須項目をῶらして設
定しているが、項目ᩘは䠎␒目にከい類型。 

ϸ)認定マー䜽 
Ϲ)ሗ提౪ 
ϻ）ᩚഛ㈝⿵助 
ϼ)ᐜ積⋡⦆ 

9 ௳・263 戸 
（6 ௳・110
戸） 
【9 ௳㻛年】 

・制度設ᚋ間もないため、
実⦼の評価、基準の᳨証
等には୍定の期間が必せ。 

既存 䊡 
䕿
(䕕) 

䕧
(䕕) 

䠉
(䕕) 

䖂
(䕕) 

䖂
(䕕) 

ቚ⏣
༊ 

新築・ 
既存 

① 䊣 
䕦
(䕕) 

䕦
(䕕) 

䠉
(䕕) 

䠉
(䕕) 

䠉
(䕕) 

・必須項目は住宅䝝ー䝗のみの設定で項目ᩘも᭱
ᑡの類型。選択項目は全యにᖜᗈく設定して䛚
り、選択⫥に䜘るᑐ応は可能だが、分類ごとに୍
定の適合が必せ。 

ϸ)認定マー䜽 
Ϲ)ሗ提౪ 
ϻ）ᩚഛ㈝⿵助 
Ͻ）住民άື支援 

2 ௳・44 戸 
（旧制度：11
௳） 
【0㻚5 ௳㻛年】 

・౪⤥の小規ᶍ化に䜘り敷地
ෆの基準の適合が㊊ᯬ。選
択だが事業のソフトのྲྀ
⤌も㧗い䝝ー䝗ル。 

世⏣
㇂༊ 

新築・ 
既存 

② 
㻙1 

䊡 
䕿
(䕔) 

䕧
(䕔) 

䕿
(䕔) 

䖂
(䠉) 

䠉
(䠉) 

・必須項目を住宅䝝ー䝗からソフト支援までᖜᗈく
設定（立地以外）。子育て親子の交流を目的と
し、施設併設、子育て支援・交流事業が必須。住
宅䝝ー䝗の必須項目ᩘも䠎␒目にከい類型。 

ϸ)認定マー䜽 
Ϲ)ሗ提౪ 
ϻ)ᩚഛ㈝⿵助 

2 ௳ 
【0㻚2 ௳㻛年】 

・全⯡に基準が㧗いと評価。
㧗㢠≀௳がከく、ᩚഛ⿵助
のຠᯝがⷧく、施設併設も
加価್になりにくい。 

ᕝᓮ
ᕷ 

新築 
 

② 
㻙2 

䊢 
䕦
(䠉) 

䕿
(䠉) 

䕿
(䠉) 

䠉
(䠉) 

䠉
(䠉) 

・䝁䝭䝳䝙䝔䜱ᙧ成の支援を目的の୍つとし、䜻䝑
䝈ルー䝮・集所等の施設の設⨨を必須項目と
し、併設施設をά用した䝁䝭䝳䝙䝔䜱ᙧ成䜔子育
て支援をពᅗしている（子育て支援サービスはᕷ
が提౪）。 

・住宅䝝ー䝗は、新築では共用部分・敷地を重視。 
・既存は共用部分・敷地の必須項目ᩘもᑡなく設
定し、住宅䝝ー䝗の必須項目ᩘは᭱ᑡの類型。 

ϸ)認定マー䜽 
Ϲ)ሗ提౪ 
ϻ)ᩚഛ㈝⿵助 
Ͼ)子育て┦ㄯ 

ဨὴ㐵 

8 ௳・ 
2㻘596 戸 
（7 ௳） 
【0㻚9 ௳㻛年】 

・事業者から住戸性能評価
᭩のྲྀ得の䝝ー䝗ルが㧗い
とのኌがある。 

・子育て┦ㄯဨὴ㐵等のᕷ
に䜘るサービス提౪は評価
䛥れている。ᩚഛ㈝⿵助䜘り
も住民άື㈝⿵助䜈のせ
望がきい。 

既存 䊣 
䕦
(䠉) 

䕦
(䠉) 

䕿
(䠉) 

䠉
(䠉) 

䠉
(䠉) 

ᶓ
ᕷ 

新築 

②
㻙2 

䊣 
䕦
(䕔) 

䕦
(䕔) 

䕿
(䕔) 

䠉
(䠉) 

䠉
(䠉) 

・地域の子育て支援にᑐ応するため、子育て支援
施設（保育所等）の併設が必須。 

・新築は、必須項目は住宅䝝ー䝗のみに設定し、
項目ᩘは᭱ᑡの類型。既存は、共用部分・ᒇ外
に必須項目を設けないなど、基準を䛥らにపく設
定。選択項目の設定もなく、᭱も基準がపい。 

ϸ)認定マー䜽 
Ϲ)ሗ提౪ 
Ϻ)ᦠ帯䝻ーン 
ϼ)ᐜ積⋡⦆ 

24 ௳ 
（6 ௳） 
【2㻚8 ௳㻛年】 

・施設併設以外は、ᬑ及に
配៖した基準を設定。 

・新築はᐜ積⋡割ቑに䜘り
規ᶍ≀௳でᬑ及。既存は
認定の䝯リ䝑トがᑡないた
め、公的住宅のみ。 

既存 䊣 
䕦
(䕔) 

䠉
(䕔) 

䕿
(䕔) 

䠉
(䠉) 

䠉
(䠉) 

୍ᐑ
ᕷ 

新築 ① 䊡 
䕿
(䕕) 

䕧
(䕕) 

䖂
(䠉) 

䖂
(䠉) 

䠉
(䠉) 

・必須項目を立地以外にᖜᗈく設定。施設併設、
サービス提౪については」ᩘ項目の適合が必
須。住宅䝝ー䝗は住戸専用部分を䜘り重視。 

ϸ)認定マー䜽 
Ϲ)ሗ提౪ 
 

0 ௳ 
【0 ௳㻛年】 

・住宅䝝ー䝗面を中心に基準
が㧗く、⿵助等の支援制度
がないためと᥎ᐹ。 

㈡
┴ 

新築 ① 䊢 
䕦
(䕕) 

䕿
(䕕) 

䠉
(䕕) 

䠉
(䕕) 

䠉
(䕕) 

・必須項目は住宅䝝ー䝗のみに設定し、共用部
分・敷地を重視。選択項目は全యにᖜᗈく設定し
て䛚り、選択⫥に䜘るᑐ応は可能だが、分類ごと
に୍定の適合が必せ。 

ϸ)認定マー䜽 
Ϲ)ሗ提౪ 
Ϻ)ᦠ帯䝻ーン 

0 ௳ 
【0 ௳㻛年】 

・選択項目を含めて住宅䝝
ー䝗面を中心に基準が㧗い
こと、マンション≀௳がከく
はないためと᥎ᐹ。 

㜰
ᕷ 

新築 ① 䊡 
䕿
(䕕) 

䕧
(䕕) 

䖂
(䕕) 

䕿
(䕕) 

䕿
(䕕) 

・必須項目を住宅䝝ー䝗からソフト支援、立地まで
全⯡的にᖜᗈく設定し、住宅䝝ー䝗は住戸専用
部分を䜘り重視。施設は䜻䝑䝈ルー䝮及び䝥䝺イ
䝻䝑トの」ᩘの設⨨が必須。選択項目もᖜᗈく設
定し、分類ごとに୍定ᩘの適合が必せ。 

ϸ)認定マー䜽 
Ϲ)ሗ提౪ 
Ϻ)ᦠ帯䝻ーン 
ϼ)ᐜ積⋡⦆ 

17 ௳・ 
1㻘070 戸 
【1㻚5 ௳㻛年】 

・୍定の実⦼はあるが（新築
ではᐜ積⋡割ቑに䜘り規
ᶍマンションでᬑ及）᭱近
は㢌ᡴち。䝙ー䝈を㋃ま䛘
た基準のぢ┤しが必せ。 

⚄戸
ᕷ 

新築・ 
既存 

② 
㻙1 

䊢 
䕦
(䕕) 

䕿
(䕕) 

䖂
(䕕) 

䠉
(䕕) 

䠉
(䠉) 

・子育て親子の交流を目的とし、施設は䜻䝑䝈ルー
䝮及び䝥䝺イ䝻䝑トの設⨨が必須。必須項目は、
住戸専用部分は᭱ᑡで、共用部分・敷地を䜘り重
視。選択項目は住宅䝝ー䝗から子育てサービスま
でᖜᗈく設定し、୍定ᩘの適合が必せ。 

ϸ)認定マー䜽 
Ϲ)ሗ提౪ 
ϼ)ᐜ積⋡⦆ 
Ͻ)住民άື支援 

4 ௳・ 
1㻘119 戸 
（1 ௳） 
【0㻚4 ௳㻛年】 

・౪⤥ᩘにᑐして認定ᩘが
ᑡない。選択は可能だが、
住戸性能表♧基準の適合
が㊊ᯬと᥎ᐹ。既存住宅の
基準設定もㄢ㢟。 

ᗈᓥ
┴ 

新築・ 
既存 

① 䊣 
䕦
(䕕) 

䕦
(䕕) 

䠉
(䕕) 

䠉
(䕕) 

䠉
(䕕) 

・必須項目は住宅䝝ー䝗のみの設定で、項目ᩘも
᭱ᑡの類型。選択項目は全యにᖜᗈく設定して
䛚り、選択⫥に䜘るᑐ応は可能だが、分類ごとに
୍定の適合が必せ。選択項目を中心としてバ䝷
ンスのとれたỈ準の確保をねらいとする。 

ϸ)認定マー䜽 
Ϲ)ሗ提౪ 
Ϻ)ᦠ帯䝻ーン 
ϼ)ᐜ積⋡⦆ 

24 ௳ 
【6 ௳㻛年】 

・制度設３年目以㝆はῶ
ᑡഴ向。他の≀௳とのᕪ別
化が༑分でないため基準
のぢ┤し、イン䝉ン䝔䜱䝤
が᳨ウㄢ㢟。 

戸
ᘓ
住
宅 

ᇸ⋢
┴ 

新築 ① 䠉 
䕧
(䕕) 

䕿
(䕕) 

䕿
(䠉) 

䕿
(䠉) 

䕿
(䕕) 

・必須項目を住宅から団地ෆの施設併設、サービ
ス・立地までᖜᗈく設定。選択項目は住宅䝝ー
䝗、立地を中心に設定し、選択⫥に䜘るᑐ応は可
能だが、分類ごとに୍定の適合が必せ。 

ϸ)認定マー䜽 
Ϲ)ሗ提౪ 
Ϻ)ᦠ帯䝻ーン 

35 団地・ 
461 戸 
【5㻚8 ௳㻛年】 

・実⦼は䜋䜌୍定で᥎⛣。
ᚋは規ᶍ分譲がῶᑡす
るため、せ௳を 10 戸以上か
ら 5 戸以上に改ṇ。 

㈡
┴ 

新築 ① 䠉 
䕿
(䕕) 

䕧
(䕕) 

䠉
(䕕) 

䠉
(䕕) 

䠉
(䕕) 

・必須項目は住宅䝝ー䝗のみの設定で、住戸専用
部分を䜘り重視。選択項目は全యにᖜᗈく設定
し、分類ごとに୍定の適合が必せ。 

ϸ)認定マー䜽 
Ϲ)ሗ提౪ 
Ϻ)ᦠ帯䝻ーン 

4 団地 
【2 ௳㻛年】 

・住戸䝝ー䝗の基準がᾘ㈝
者䝙ー䝈に合⮴していない
可能性がある。 

!【ὀ】 ※1 各⮬యの制度せ⥘及び各⮬యのᢸ当者䜈の䝠アリン䜾ㄪᰝ⤖ᯝに基䛵き、各制度の目的（ねらい）をᢕᥱし、そのෆᐜを次の䜘うに分類してᩘᏐでᶆグしている。 

「目的①」：ᑡ子化ᑐ策、子育て世帯の流ධ・定住ಁ㐍をᅗるため、安心・快適に子育てできる䝝ー䝗からソフトまでバ䝷ンスのྲྀれた住宅のᬑ及ಁ㐍 

「目的②」：安心して子育てできる地域をᙧ成するため、地域向けの子育て支援施設をഛ䛘た住宅のᬑ及ಁ㐍 

②㻙1 子育て施設をഛ䛘、子育て支援・地域䝁䝭䝳䝙䝔䜱支援サービスを提౪する住宅のᬑ及ಁ㐍（子育て施設の䝝ー䝗䠇子育て支援サービスのソフト） 

②㻙2 子育て施設をഛ䛘た住宅のᬑ及ಁ㐍（子育て施設の䝝ー䝗のみ。併設施設の✀類は⮬యと事๓༠㆟、又は併設施設䜈のサービスは⮬యが提౪等） 

※2 基準設定の特ᚩに♧す䠝～䠡のアルフ䜯䝧䝑トは、表䠎の表ഃの「䠝 住戸専用部分」～「䠡 䝁䝭䝳䝙䝔䜱・立地」のᩥ㢌のアルフ䜯䝧䝑トにᑐ応している。 

「共同住宅」の類型ḍに♧す䝻ーマᩘᏐは、「䠝 住戸専用部分」及び「䠞 共用部分・敷地ෆ」について、表䠎の᭱ୗḍに♧した各⮬య制度の必須項目ᩘをኚᩘとした䜽䝷ス䝍ー分ᯒの⤖ᯝ

を♧す。䠝～䠞ḍに♧す上ẁのグྕは、各䜽䝷ス䝍ー（䊠～䊣）を特ᚩける必須項目ᩘのス䝁アの全యᖹᆒ（表䠎の【 】ෆ）からぢたな小㛵ಀを♧して䛚り、ୗグのと䛚りである。 

「䖂」：᭱も㧗いス䝁ア（ᖹᆒ್䜘り㧗い）。 「䕿」：䠎␒目に㧗いス䝁ア（ᖹᆒ್䜘り㧗い）。 「䕧」：ୗから䠎␒目にపいス䝁ア（ᖹᆒ್䜘りపい）。 「䕦」：᭱もపいス䝁ア（ᖹᆒ್䜘りపい） 

また、䠟～䠡ḍについては必須項目のᩘの有↓及びᩘを♧して䛚り、次のと䛚り。 「䕕」：必須項目が䠎項目以上、「䕔」：必須項目が１項目、「䠉」：必須項目の設定なし 

       「戸建住宅」については、䠝・䠞ḍについては、「䕿」：必須項目ᩘがᖹᆒ䜘りከい、「䕧」：必須項目ᩘがᖹᆒ䜘り小䛥い、を♧している。䠟～䠡ḍについては、「共同住宅」と同様である。 

な䛚、「共同住宅」及び「戸建住宅」ともに、䠝～䠡ḍのୗẁにᣓᘼ᭩きで♧しているのは表１の「認定の⪃䛘᪉」ḍに♧した【選択項目】の適用の⪃䛘᪉を♧して䛚り、ୗグのと䛚りである。 

「䕕」：୍定ᩘ又は୍定得点以上の選択項目を満たすことがせ௳  「䕔」：選択項目を♧しているがせ௳ではない（満たすことが望ましい項目として♧）  「䠉」：選択項目の設定なし 

※3 実⦼は計⏬認定を含む。【 】ෆは制度㛤ጞ以㝆の年間のᖹᆒ実⦼（௳ᩘ）を♧している。2016 年度は１年間と計算し、制度㛤ጞ年が年度㏵中の場合は１年算している。 

※4 評価・ㄢ㢟は、各⮬యのᢸ当者䜈の䝠アリン䜾ㄪᰝ⤖ᯝに䜘る。制度（基準）の⪃䛘᪉、⌧状の実⦼を㋃ま䛘た各⮬యのᢸ当者の評価䜔ㄢ㢟認㆑を♧している。 
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㸲．子育てୡᖏࡀ㔜せと⪃࠼る住宅・ᒃ住⎔ቃのせ⣲ 

次に WEB アンࢣート調査（以下「WEB 調査」とい

う。）の結ᯝをࡶとに、消費者である子育て୰のぶ（ಖㆤ

者）が重要と考える住宅・居住環境の要⣲を解明する。 
ྛ地方公共団体の子育て認定住宅の認定㡯目において

㧗い㢖度で⏝いられている㡯目をᢳ出し、50 㡯目を調査

㡯目として設定し（表㸲）、子育て・子育ࡕの上での重要

度を調査した。ྛ㡯目の重要度は、子ࡶの成長㐣⛬に

よって␗なるとணされるため、子ࡶ年㱋を「ஙඣ期・

ᗂඣ前期」「ᗂඣ後期」「ᑠ学生ప学年」「ᑠ学生㧗学年」

「୰学生」に༊ศし１㸳）、ྛ 年㱋期において「住居費を

けてࡶ重要とᛮう」、「重要ࡔが住居費をけるࡲではな

い」、「重要とはᛮࢃない」の重要度３༊ศで把握した１㸴）。 
表㸲は WEB 調査で設定した調査㡯目ࡈとの重要度を

㢮ᆺ化した結ᯝを♧している。子ࡶの年㱋期ࡈとに、

ྛ調査㡯目の重要度３༊ศの比⋡を求め、これをኚᩘと

した「㠀㝵ᒙࢡラࢫターศᯒ」を行い１㸵）、㢮ᆺ化を行っ

た。表㸲に♧す「Ϩ」～「ϫ」のྛࢡラࢫターの特徴を

୰心のࢥࢫア（重要度３༊ศの比⋡）でㄝ明したのが表

㸳である。表୰、「۔」が᭱ࡶ㧗いࢥࢫア、「○」が２␒

目に㧗いࢥࢫア、「�」が᭱ࡶపいࢥࢫアを♧している。

 㡯目࠸㧗ࡶ᭱ࡀ㔜せࠖのྜࡶけて住ᒃ費をࠕ ���
「住居費をけてࡶ重要」の合が᭱ࡶ㧗いࢡラࢫタ

ーϨに╔目し、子ࡶの年㱋期ูにヱ当㡯目をみる。

⾲㸲 :(%  との㔜せ度の㢮ᆺ⤖ᯝࡈㄪᰝ㡯目㸦��㡯目㸧ࡓࡋㄪᰝ࡛タ定ࢺーࢣࣥ

ㄪᰝ㡯┠䠄㻡㻜 㡯┠䠅 
子どもの年齢ᮇ䛤䛸の㔜せ度の㢮ᆺ䈜 

ஙඣ䞉 
ᗂඣ๓ᮇ 

ᗂඣ 
ᚋᮇ 

ᑠᏛ⏕ 
పᏛ年 

ᑠᏛ⏕ 
㧗Ꮫ年 

୰Ꮫ⏕ 

住宅の
Ᏻ  䞉
Ᏻᚰ 

1 住宅ෆでの⾪✺・㌿ಽ㜵Ṇの工夫がある（ቨ・ᰕのゅがくな䛳ている、りにくいᗋなど） 䊡 䊡 䊢 䊢 䊢 
2 ㌿ⴠ㜵Ṇの工夫がある（䝧䝷ン䝎、㝵ẁのᡭすり・ᰙを㧗くするなど） 䊠 䖩 䊠 䖩 䊠 䊢 䊢 
3 ᣦは䛥み・ᣦつめ㜵Ṇの工夫がある（䝗アスト䝑䝟ー、ᣦつめ㜵Ṇ䜺ー䝗がついているなど） 䊠 䊡 䊢 䊢 䊢 
4 ༴㝤⟠所䜈のධ㜵Ṇの工夫がある（ᾎᐊ・㝵ẁ等事ᨾが㉳こり䜔すい場所䜈子ども䜂とりでධれない） 䊠 䖩 䊡 䊢 䊢 䊢 
5 㛢䛨㎸め・⥾め出し㜵Ṇの工夫がある（㘽の位⨨を㧗くするなど） 䊡 䊡 䊢 䊢 䊢 
6 ឤ㟁㜵Ṇの工夫がある（䝁ン䝉ントが子どものᡭのᒆきにくい位⨨にあるなど） 䊡 䊡 䊢 䊢 䊢 
7 子どもの様子をᢕᥱし䜔すい間ྲྀりの工夫がある（ᑐ面䜻䝑䝏ン、リビン䜾からỈᅇりがぢ㏻䛫るなど） 䊠 䊡 䊡 䊢 䊢 
8 㜵≢ᑐ策がある（⋞㛵䝗アの 2 重䝻䝑䜽、䜹䝯䝷きイン䝍ー䝩ン、㜵≢䜹䝯䝷、管理人がいるなど） 䊠 䊡 䊠 䖩 䊠 䖩 䊠 䖩 
9 敷地ෆの⮬ື㌴事ᨾを㜵䛠工夫がある（敷地ෆの㥔㌴場とṌ⾜㊰が᳜᱂で分㞳䛥れているなど） 䊡 䊡 䊡 䊢 䊢 
10 ഛᗜがある（子どもの䜸䝮䝒・⢊䝭ル䜽、㣗ᩱ・Ỉなど、⅏ᐖの⏕ά≀㈨などをഛできる） 䊢 䊢 䊢 䊢 䊢 

住宅の
ᗣᛶ 

11 ᗣ的なᮦᩱが用䛥れている（ㄪ‵性のある⮬↛⣲ᮦの用、シ䝑䜽䝝䜴スの心配がᑡないなど） 䊠 䊡 䊡 䊡 䊡 
12 リビン䜾䜔子ども部ᒇの᪥当たり䜔㢼㏻しが良い 䊠 䖩 䊠 䖩 䊠 䖩 䊠 䖩 䊠 䖩 

子ども
の䜔
䛛䛺ᡂ
㛗 

13 䜻䝑䝏ンのᗈ䛥・い䜔す䛥（子どもが䛚ᡭఏいできるなど） 䊢 䊢 䊡 䊢 䊢 
14 リビン䜾のᗈ䛥・い䜔す䛥（子どもが遊んだりຮᙉしたりできるス䝨ース、⣡があるなど） 䊡 䊠 䊠 䖩 䊡 䖩 䊢 
15 子どものẼ配がឤ䛨られる間ྲྀりの工夫がある（リビン䜾に㝵ẁがあるなど） 䊢 䊢 䊢 䊢 䊢 
16 トイ䝺のᗈ䛥・い䜔す䛥（親子で୍⥴にධ䛳てトイ䝺ト䝺ー䝙ン䜾できるなど） 䊢 䊢 䊢 䊣 䊣 
17 ᾎᐊのᗈ䛥・い䜔す䛥（親子で୍⥴にධ䛳てくつろ䛢るなど） 䊠 䊡 䊡 䊢 䊢 
18 ᐷᐊのᗈ䛥（親子で୍⥴にᐷられる） 䊠 䊠 䊡 䊢 䊢 
19 子どもの⮬性を育てる設ഛの工夫がある（∦䛵けし䜔すい⣡、い䜔すい䝗ア䝜䝤・Ỉᰦ䝺バーなど） 䊢 䊡 䊡 䊢 䊢 
20 子どものಶᐊがある（確保できる住宅のᗈ䛥がある） 䊢 䊢 䊡 䊠 䖩 䊠 䖩 
21 子どもの成㛗に応䛨て間ྲྀりを⡆単にኚ䛘られる（ᐷᐊ䜔リビン䜾の୍部を子ども部ᒇにኚ䛘るなど） 䊢 䊢 䊢 䊢 䊢 
22 ⋞㛵の⣡ス䝨ースが実している（䝧ビー䜹ーが⨨ける、ᗈい䜴䜷ー䜽イン䜽䝻ー䝊䝑トなど） 䊡 䊡 䊢 䊢 䊢 
23 ᅵにゐれられる環境にある（家ᗞ⳯ᅬができるᗞ䜔ᗈいバル䝁䝙ーがあるなど） 䊢 䊢 䊢 䊢 䊣 

子⫱䛶
のᛌ㐺 

24 ቨ䜔ᗋの遮音性が㧗い（子どもの㣕び㊴ね䜔Ἵきኌが近㞄にఏ䜟りにくい） 䊠 䖩 䊠 䖩 䊠 䊢 䊢 
25 家事ື⥺がຠ⋡的である（ᩱ理をしながらὙ℆し䜔すいなど） 䊡 䊡 䊡 䊢 䊢 
26 ቨ䜔ᗋ、Ỉᅇりのᤲ㝖がし䜔すい（ởれにくい、⡆単に䜅きྲྀれるなど、ᤲ㝖し䜔すい⣲ᮦの用） 䊡 䊡 䊡 䊢 䊢 
27 㞵の᪥でもὙ℆ものがᖸ䛫る工夫がある（ᾎᐊ⇱機、サンルー䝮など） 䊡 䊢 䊡 䊢 䊢 
28 夫፬のためのス䝨ースがある（子どもをᐷかしたᚋなど、夫፬でくつろ䛠ことのできるス䝨ースなど） 䊢 䊢 䊢 䊢 䊢 
29 親が⮬分の間を楽しめるス䝨ースがある（㊃を楽しむス䝨ースなど） 䊢 䊢 䊢 䊢 䊣 
30 親䜔䝧ビーシ䝑䝍ーに子Ᏺを㢗み䜔すい工夫がある（ᐷᐊに施㘄できる、⚾的✵間を分㞳した間ྲྀりなど） 䊣 䊣 䊣 䊣 䊣 
31 外出に䝧ビー䜹ーが利用し䜔すい（䜶䝺䝧ー䝍ーがある、⋞㛵からᒇ外までẁᕪがないなど） 䊡 䊢 䊢 䊢 䊢 
32 敷地ෆに༑分な⮬㌿㌴⨨き場がある 䊢 䊡 䊡 䊡 䊡 
33 ⮬宅の㥔㌴場が利用し䜔すい 䊡 䊡 䊡 䊡 䊢 

ᆅᇦの
Ᏻ 

34 ⮬↛⅏ᐖ（地㟈、Ỉᐖなど）の༴㝤性がపい地域に立地している 䊠 䊠 䊠 䊠 䊠 
35 住宅周辺の交㏻安全性が㧗い（㌴㏻りの⃭しい㐨㊰に面していない、ᗈいṌ㐨があるなど） 䊠 䊠 䊠 䊠 䊡 
36 住宅周辺の㜵≢性が㧗い（地域䛠るみの㜵≢άືがある、㜵≢䜹䝯䝷があるなど） 䊡 䊡 䊠 䊠 䊡 䖩 

❧ᆅ⎔
ቃのᛌ
㐺ᛶ 

37 ᩍ育上䜅䛥䜟しくない施設（䝟䝏ン䝁ᗑ・㢼ᗑなど）が住宅周辺にない 䊡 䊡 䊡 䊡 䊡 
38 子育て支援施設（保育ᅬ、ᗂ⛶ᅬ、ඣ❺㤋など）が近くにある 䊠 䊠 䖩 䊡 䊢 䊢 
39 小・中学校、ᅗ᭩㤋などが近くにある 䊡 䊡 䊠 䖩 䊠 䖩 䊠 䖩 
40 安心して遊䜀䛫られる公ᅬが近くにある 䊠 䊠 䊠 䖩 䊠 䊢 
41 㥐䜔バスが近くにある 䊡 䊡 䊡 䊡 䊡 
42 子どもが䜘く利用する㝔（小ඣ⛉など）が近くにある 䊠 䖩 䊠 䖩 䊠 䊡 䊢 
43 㣗ᩱရ・᪥用ရのスー䝟ー等が近くにある 䊠 䊠 䊠 䊠 䊡 
44 ㏻の利便性が㧗い（ົඛに近い、公共交㏻機㛵が㏻に便利であるなど） 䊡 䊡 䊡 䊢 䊡 

子⫱䛶
ᨭ䝃
䞊䝡䝇 

45 ⮬యの子育て支援サービスが実している（子育てイ䝧ントの㛤ദ、子育て┦ㄯなど） 䊡 䊡 䊢 䊢 䊢 
46 育ඣスト䝺ス㜵Ṇの⮬య等の支援サービスが実している（心の㟁サービス、子ども㡸かりなど） 䊢 䊢 䊢 䊢 䊢 
47 同世௦の親子と交流し䜔すい地域・環境である（地域に䜻䝑䝈ルー䝮䜔子育てサー䜽ルがあるなど） 䊡 䊡 䊢 䊢 䊢 
48 様䚻な世௦の人と交流し䜔すい環境にある（地域に子どもがཧ加できるイ䝧ント䜔⾜事があるなど） 䊢 䊡 䊡 䊢 䊢 

ே㛫 
㛵ಀ 

49 ♽∗ẕと交流し䜔すい環境にある（子どもの♽∗ẕの家に近い、㐲᪉の♽∗ẕがἩまる部ᒇがあるなど） 䊡 䊡 䊡 䊢 䊢 
50 子どもを㡸けられる親族䜔人などが近くにいる（ᛴ用ができた場合、⮬分の間をつくるためなど） 䊡 䊡 䊡 䊢 䊢 

䜽䝷䝇䝍䞊䊠䠄䜽䝷䝇䝍䞊䊡䠅のヱᙜ㡯┠ᩘ 16（20） 11（25） 12（19） 9(7) 5(8) 

【ὀ】 ※ 䖩༳は、「住居㈝をかけても重せだとᛮう」上位１位から３位までの選択⋡を、１位「３点」、䠎位「䠎点」、３位「１点」、᥇択なし「䠌点」でス䝁ア化した⤖ᯝで、上位５位までの項目を♧している。 
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⾲㸳 ྛࢱࢫࣛࢡーの≉ᚩ 

㔜せ度 
㢮ᆺ 

住ᒃ㈝䜢䛛䛡䛶も 
㔜せ䠄ᚲせ䠅䛷䛒䜛 

㔜せ䛰䛜住ᒃ㈝䜢 
䛛䛡䜛䜎䛷䛿䛺䛔 

㔜せ䛷䛿䛺䛔 

䊠 䖂 䕿 㽢 

䊡 䕿 䖂 㽢 

䊢 㽢 䖂 䕿 

䊣 㽢 䕿 䖂 

 ��� ஙඣᮇ・ᗂඣ๓ᮇ㸸 16 㡯目がࢡラࢫターϨにヱ当

し、住宅・地域の安全や住宅・立地環境のᛌ㐺に関して

重要㡯目がከᒱにࢃたる。住宅の安全・安心に関しては

「2:㌿ⴠ㜵Ṇの工ኵがある」、「3：ᣦはさみ・ᣦつめ㜵Ṇ

の工ኵがある」、「4：༴㝤⟠所への入㜵Ṇの工ኵがあ

る」、「7：子ࡶのᵝ子を把握しやすい㛫取りの工ኵが

ある」、「8：（住宅の）㜵≢対策がある」がヱ当する。住

宅のᗣ性に関しては「11：ᗣ的なᮦᩱが⏝されて

いる」、「12：リࣅングや子ࡶ部ᒇの日当たりや㢼通し

がⰋい」がヱ当する。子ࡶのやな成長や子育ての

ᛌ㐺にಀる住宅ᶵ能・設備に関しては「17：ᾎᐊの広さ・

いやすさ」、「18：ᐷᐊの広さ」、「24: ቨやᗋの㐽㡢性

が㧗い」がヱ当する。ࡲた、地域の安全に関して「34：
自↛⅏ᐖの༴㝤性がపい地域に立地」、「35：住宅࿘㎶の

交通安全性が㧗い」がヱ当する。さらに、立地環境のᛌ

㐺性に関して「38：子育て支援施設が近くにある」、「40：
安心して㐟ࡤせられる公ᅬが近くにある」、「42：子ࡶ

がよく⏝する㝔が近くにある」、「43：㣗ᩱရ・日⏝

ရのࢫーࣃー等が近くにある」がヱ当する。 
 ��� ᗂඣᚋᮇ㸸 11 㡯目がࢡラࢫターϨにヱ当する。ங

ඣ期・ᗂඣ前期と比較すると、「3：ᣦはさみ・ᣦつめ㜵

Ṇの工ኵがある」、「4：༴㝤⟠所への入㜵Ṇの工ኵが

ある」、「7：子ࡶのᵝ子を把握しやすい㛫取りの工ኵ

がある」、「11：ᗣ的なᮦᩱが⏝されている」、「17：
ᾎᐊの広さ・いやすさ」の重要性はややప下し、ࢡラ

ングの広さ・ࣅって、「14：リࢃターϩになる。௦ࢫ

いやすさ」がࢡラࢫターϨとなる。リࣅングはᗂඣ後期

㐟びやᐟ題をするሙ所と（けてᑠ学ᰯప学年に）ら

してࡶ活⏝されるため重どされる。そのの㡯目は、ங

ඣ期・ᗂඣ前期とྠᵝの重要評価である。 
��� ᑠᏛᰯపᏛᖺ㸸 12 㡯目がࢡラࢫターϨにヱ当する。

全体的なഴ向はᗂඣ後期と㢮ఝしているが、子ࡶのᑵ

ᐷが独立しጞめる時期であるため「18：（ぶ子で一⥴に

ᐷられる）ᐷᐊの広さ」はࢡラࢫターϩとなる。௦ࢃっ

て、子ࡶ一ேでのእ出のᶵ会や行ື⠊ᅖࡶ広がること

ターϨࢫラࢡら、「36：住宅࿘㎶の㜵≢性が㧗い」が

となり重要性がቑຍする。ࡲた、ᑠ学ᰯ入学をᶵに「ᑠ

学ᰯ、図᭩㤋なが近くにある」の重要性ࡶቑຍする。 

��� ᑠᏛ⏕㧗Ꮫᖺ㸸 ࢡラࢫターϨにヱ当するのは 9 㡯

目にῶ少する。「3：ᣦはさみ・ᣦつめ㜵Ṇの工ኵ」、「14：
リࣅングの広さ・いやすさ」、「24: ቨやᗋの㐽㡢性が

㧗い」、「42：子ࡶがよく⏝する㝔が近くにある」

はࢡラࢫターϩとなる。௦ࢃって、「20：子ࡶのಶᐊ

がある」がࢡラࢫターϨとなり重要性が㧗ࡲる。 
��� ୰Ꮫ⏕㸸 ࢡラࢫターϨにヱ当は 5 㡯目とさらにῶ

少する。子ࡶの成長にకい「35：住宅࿘㎶の交通安全

性が㧗い」、「36：住宅࿘㎶の㜵≢性が㧗い」、「40：安心

して㐟ࡤせられる公ᅬが近くにある」、「43：㣗ᩱရ・日

⏝ရのࢫーࣃー等が近くにある」がࢡラࢫターϩとなる。 
 以上を整理すると、ぶ（ಖㆤ者）が子育てにおいて「住

居費をけてࡶ重要」と考える㡯目の特徴は次のように

なる。ձ「リࣅングや子ࡶ部ᒇの日当たりや㢼通し」、

「地域の⅏ᐖ安全性」は全年㱋期に共通に重要と評価さ

れる。ղ重要㡯目はஙඣ・ᗂඣඣ期で特にከく、住宅や

居住環境の安全・ᛌ㐺に関するከᒱの㡯目にࢃたる。ճ

子ࡶの年㱋（成長）にᛂじて、重要㡯目の内容はኚ化

する。ᑠ学生ప学年ࡲでは住ࡲいや居住環境の安全やᛌ

㐺が୰心であるが、ᑠ学生㧗学年以㝆は子ࡶ部ᒇの☜

ಖ（住ࡲいの広さ）やᩍ育ᶵ関への近᥋性が重どされる。 

 㔜せࠖのୖ位ホ౯㡯目ࡶけて住ᒃ費をࠕ ���

「住居費をけてࡶ重要」とのᅇ⟅㡯目については、

特に重要な上位３位ࡲでの㡯目のᅇ⟅ࡶ求めた。ྛ調査

㡯目について重要度が上位３位ࡲでに㑅ᢥされたࢥࢫア

を計⟬し１㸶）、子ࡶの年㱋期ࡈとに、「住居費をけて

ࡶ重要」とᅇ⟅された合との関ಀをᩓᕸ図で♧したࡶ

のが図１である。ஙඣ・ᗂඣ前期では、「2:㌿ⴠ㜵Ṇの工

ኵ」が᭱ࡶ重要と評価される。以下、「24：ቨやᗋの㐽

㡢性が㧗い」、「4：༴㝤⟠所への入㜵Ṇの工ኵ」、「12：
リࣅングや子ࡶ部ᒇの日当たりや㢼通しがⰋい」、

「42：子ࡶがよく⏝する㝔が近くにある」となる。 
ᗂඣ後期でࡶ㢮ఝのഴ向であるが、「38：子育て支援

施設が近くにある」、「40：安心して㐟ࡤせられる公ᅬが

近くにある」の重要度ࡶ㧗ࡲる。ᑠ学生ప学年になると、

「39：ᑠ学ᰯ、図᭩㤋なが近くにある」の重要度がᅽ

ಽ的に㧗くなる。ࡲた、「14：リࣅングの広さ・いや

すさ」、「12：リࣅングや子ࡶ部ᒇの日当たりや㢼通し

がⰋい」、「40：安心して㐟ࡤせられる公ᅬが近くにある」、

「8：（住宅の）㜵≢対策がある」ࡶ┦対的に㧗くなる。 
ᑠ学生㧗学年になると、「39：ᑠ学ᰯ、図᭩㤋なが

近くにある」についで、「20：子ࡶのಶᐊがある」の

重要度が㧗くなる。そののഴ向はᑠ学生ప学年と概ࡡ

住宅系研究報告会論文集 12　日本建築学会　2017.12

－ 30 －



0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0 10 20 30 40 50 60

㔜
せ

䛺
ୖ


䠏

㡯
┠

䛻
㑅

ᢥ
䛥

䜜
䛯

䝇
䝁

䜰

㔜せ䛺㡯┠䛸䛧䛶のᅇ⟅ྜ䠄䠂䠅

ஙඣ䞉ᗂඣ๓ᮇ

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0 10 20 30 40 50

㔜
せ

䛺
ୖ


䠏

㡯
┠

䛻
㑅

ᢥ
䛥

䜜
䛯

䝇
䝁

䜰

㔜せ䛺㡯┠䛸䛧䛶のᅇ⟅ྜ䠄䠂䠅

ᗂඣᚋᮇ

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0 10 20 30 40 50

㔜
せ

䛺
ୖ


䠏

㡯
┠

䛻
㑅

ᢥ
䛥

䜜
䛯

䝇
䝁

䜰

㔜せ䛺㡯┠䛸䛧䛶のᅇ⟅ྜ䠄䠂䠅

ᑠᏛ⏕పᏛ年

 

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0 10 20 30 40 50

㔜
せ

䛺
ୖ


䠏

㡯
┠

䛻
㑅

ᢥ
䛥

䜜
䝇

䝁
䜰

㔜せ䛺㡯┠䛸䛧䛶のᅇ⟅ྜ䠄䠂䠅

ᑠᏛ⏕㧗Ꮫ年

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0 10 20 30 40 50

㔜
せ

䛺
ୖ


䠏

㡯
┠

䛻
㑅

ᢥ
䛥

䜜
䛯

䝇
䝁

䜰

㔜せ䛺㡯┠䛸䛧䛶のᅇ⟅ྜ䠄䠂䠅

୰Ꮫ⏕

 

0%

5%

10%

15%

20%

25%

ஙඣ䞉ᗂඣ๓ᮇ ᗂඣᚋᮇ ᑠᏛ⏕పᏛ年 ᑠᏛ⏕㧗Ꮫ年 ୰Ꮫ年

䡚500 䡚1000

䡚2000 䡚3000

䡚4000 䡚5000

䡚6000 䡚7000

䡚8000 䡚9000

䡚1 䡚15000

䡚2 䡚25000

䡚3 䡚35000

䡚4 䡚45000

䡚5 5㉸

 

 

ྠᵝである。୰学生になると、「20：子ࡶのಶᐊがあ

る」の重要度が᭱ࡶ㧗くなり、ついで「୰学ᰯ、図᭩㤋

なが近くにある」となる。この୧者の重要度がの㡯

目に比てᅽಽ的に㧗いのが特徴である。 
��� 㔜せ㡯目を‶ࡓすࡵࡓの住ᒃ費の㏣ຍ㈇ᢸ㢠 

WEB 調査では、「住居費をけてࡶ重要」とᛮう上位

３位ࡲでの㡯目を現住宅が満たしていないሙ合、それを

満たすために現住居費に月㢠でいくらの㏣ຍ㈇担がྍ能

の年㱋期ูに月㢠（長子）ࡶた。子ࡡᑜࡶについて

の㏣ຍ㈇担ྍ能㢠のศᕸを♧したのが図２である１㸷）。 
いࡎれの年㱋期でࡶ月㢠「4 ༓以上～5 ༓ᮍ満」、

「9 ༓以上～1 ᮍ満」の୧者にࣆーࢡがくる。た

では「1ࡲし、長子がᗂඣ後期ࡔ ᮍ満」が᭱ࡶከ

く、ᑠ学生ప学年で୧者がࡰᣕᢠし、ᑠ学生㧗学年以

㝆になると「5 ༓ᮍ満」が᭱ࡶከくなる。長子年㱋が

上がるにつれ、ᩍ育費等のの支出がቑえることや子

ら㏣ຍ㈇担㢠はῶ少のᩘがቑえると考えられることࡶ

のഴ向にある。しし、子育てに重要と考える住宅・居

住環境を満たすために、月㢠 1 ⛬度ࡲでの住居費㈇

担の㏣ຍをでࡁる世帯が一定ᩘ存在する実態が♧される。 
 

㸳．ࡲとࡵ－子育て配慮住宅の基準᳨ウにಀるㄽⅬ 

12 自体で子育て住宅認定制度が㐠⏝されているが、

認定基準と制度目的、地域ニーズ、支援制度等との関ಀ

において༑ศな実績に⧅がっていない制度ࡶ少なくない。

自体制度の実態や課題を㋃ࡲえ、「子育て配慮住宅」の

基準化に向けたㄽ点を整理すると、次の点がᣦでࡁる。 

��� ᴗ者・消費者ニーズを㋃ྜࡓ࠼ࡲ⌮的࡞基準 

現行のྛ自体の子育て住宅認定制度の目的は、子育

て世௦の定住等に向けた安心・ᛌ㐺な子育て住宅の普及

と住宅౪⤥を通じた子育て施設の整備促進とにูされ

る。認定基準は、こうした制度目的や地域ニーズ等を㋃

えた基準とする必要がある。必㡲㡯目は子育て・子育ࡲ

における安全やᛌ㐺さの☜ಖにྍḞで、ᖜ広い子ࡕ

ᅗ２ 㔜せとᛮ࠺㡯目を‶ࡓすࡵࡓの住ᒃ費の㏣ຍ㈇ᢸྍ⬟㢠㸦子ࡶのᖺ㱋ᮇู㸧 

ᅗ１ ㄪᰝ㡯ูの㔜せ࡞㡯目とࡋ

てୖ位㸱㡯目に㑅ᢥࢥࢫࡓࢀࡉ

てのᅇ⟅ࡋ㡯目と࡞と㔜せ

ྜのᩓᕸᅗ㸦子ࡶのᖺ㱋ᮇู㸧

【ὀ】  

※１ 全項目のᖹᆒ点をཎ点とし、⦪㍈に「重せな上位３項

目に᥇択䛥れたス䝁ア」、ᶓ㍈に「重せな項目としての

ᅇ⟅割合」を設定している。 

※䠎 ᅗ中の䝥䝻䝑トの⬥のᩘᏐは、表䠐に♧すㄪᰝ項目

（50 項目）の項目␒ྕを♧している。 
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、の年㱋で共通的に必要とされる重要㡯目に⤠る一方でࡶ

㑅ᢥ㡯目をቑやし、事ᴗ者の理ᛕや消費者ニーズ等にᛂ

じたከᵝなព工ኵがでࡁる体⣔とすることが望ࡲしい。 

��� 子育てୡᖏのࣛࢸࢫࣇーࢪをព㆑ࡓࡋ基準 

 ከくの制度では定する子ࡶの年㱋が明ᩥ的に定め

られておらࡎ、子ࡶの年㱋に配慮した基準（㡯目）の

設定とはなっていない２㸮）。一方、ぶが安心・ᛌ㐺な子育

てのために「住居費をけてࡶ重要」と考える内容は子

 。の成長にᛂじてኚ化することが具体的に♧されたࡶ

このため、子育て世帯のライフࢸࢫージをព識した基準

の検討が必要である。えࡤ、㈤㈚住宅に比てศㆡ住

宅のỈ準は一⯡的に㧗いが、配慮事㡯のከいஙᗂඣの子

。（のいる世帯がに居住するのは㈤㈚住宅である２１ࡶ

ஙᗂඣ期をとした㈤㈚住宅と、ᗂඣ期後期以㝆をと

したᣢᐙ（ᡞᘓ住宅・共ྠ住宅）な、子ࡶの成長に

కう住み᭰えをព識し、住宅タイࡈࣉとに入居する世帯

のライフࢸࢫージを定した基準化が望ࡲれる。その㝿、

ᡞᘓ住宅は一定つᶍ以上のศㆡ団地でなくて２２ࡶ）、住宅

༢位で認定をཷけられる組みが求められる。 

��� ᪤Ꮡ住宅のά⏝・ὶ通に㈨する基準 

 子育て世帯の希望する住宅を㑅ᢥでࡁる環境の整備の

ため᪤存住宅の活⏝・ὶ通が重どされている。しし、

᪂⠏住宅と᪤存住宅の基準がྠじで、᪤存住宅での⏝

が進ࢇでいない自体ࡶ少なくない。᪤存住宅の現≧の

性能や改ಟࢫࢥト等ࡶ㋃ࡲえつつ、᪂⠏住宅の基準とは

␗なる合理的な基準の設定が求められる２３）。 

��� 基準を実⌧するࡵࡓのᨭ制度の実 

 制度目的にᛂじて、普及に向けた支援制度の実が求

められる。整備費⿵ຓを有する制度ࡶあるが、ే設施設

のみが対象で、有ຠ活⏝しにくいࢣーࡶࢫある。安心・

ᛌ㐺に子育てでࡁる住宅を得るためには一定の住居費㈇

担をམࢃない世帯が存在することら、住宅⼥㈨をᰕと

して住宅整備・取得⿵ຓ等の支援制度ࡶ求められる２㸲）。 

��� 子育て配慮住宅をᨭ࠼る地ᇦ࡛の子育て⎔ቃの実 

事ᴗによる一定の子育て支援ࢧーࢫࣅのᥦ౪が必㡲

の制度ࡶあるが、当ヱ住宅の居住者に㝈定したࢧーࢫࣅ

は㐺ษではない。地域での子育て・子育ࡕを支える࣑ࢥ

ࣗニࢸᙧ成の支援や地域のぶ子がᖜ広く⏝でࡁるࢧ

ーࢫࣅのᣑが重要である２㸳）。自体の基♏的な子育て

支援ࢧーࢫࣅの実を前ᥦとし、事ᴗ者や住Ẹ体によ

る地域開ᨺされた取組みを支援するしくみが求められる。 

ὀ 
1� 地方自ἲでは㒔㐨ᗓ┴及びᕷ⏫ᮧは「普通地方公共団体」、特ู
༊は「特ู地方公共団体」と定⩏されるが、本✏ではࡲとめて「地

方公共団体」と⛠する。ࡲた、ᩥ୰では「自体」とࡶ␎⛠する。 
�）国土交通省が設置した「安心居住政策研究会」の「୰㛫とりࡲとめ
（ᖹ成��年 �月 1�日公表）」では、国において、ձ子育て世帯向け
住宅の認ドなに取り組ࡴ地方自体の先進事㞟を作成し、࿘
▱・普及を図ることにຍえて、ղ安心して子育てでࡁる住宅に関す
るガイドライン�ᣦ㔪�を策定することࡶຠᯝ的とされている。 

�）本ㄽに関ಀする᪤ 研究としてᩥ⊩1）があるが、����年 �月現在
で制度を有する�自体の概要を♧しているにすࡂない。その、
ᩥ⊩�等があるが、基準の設定≧ἣや実績等はㄽじられていない。 

�）子育て世帯の住宅ニーズ調査は、自体の、Ẹ㛫住宅事ᴗ者等
が住宅ၟရ開Ⓨ向けに実施しているが（ᩥ⊩�等）、住居費㈇担との
関ಀがព識されていない、住宅ハードの調査が୰心である等がከい。 

�）ኚᩘのᩘのࣂランࢫ上、住宅ハード（㸿及び㹀）がࢡラࢫター決定
の要ᅉとなるため（全ኚᩘをᢞ入したሙ合ྠࡶじศᯒ結ᯝとなる）、
住宅ハードのみでࢡラࢫターศᯒを行い、ኚᩘの少ない㹁～㹂は必
㡲㡯目の有↓・ᩘ でศ㢮した。グྕのពは表３の⬮ὀͤ２をཧ↷。    
なお、本ศᯒでは調査㡯目㛫の㝵ᒙ的なᵓ㐀をㄝ明することは重

要でないことら、㠀㝵ᒙࢡラࢫターศᯒを᥇⏝した。ࡲた、ࢡラ
 。ターᩘのᣦ定にあたっては、ኚᩘのᩘやศᕸ特性を定したࢫ

�）ࣔ デࣝ事ᴗの成ᯝを㋃ࡲえて「子育てに配慮した住宅のガイドライ
ン」を策定し、これに基づࡁ認定制度（基準）が設されている。 

�）たࡔし、ᮾி㒔は制度初年度の実績であり、基準内容と実績、支援
制度のຠᯝ等の関ಀについてはᘬࡁ⥆ࡁ検ドが必要である。ࡲた、
ᇸ⋢┴、広ᓥ┴では、さらなる実績の向上に向けて、Ẹ㛫共ྠ住宅
でのインࢭンࣈࢸを㧗めることを検討課題としている（表３）。 

�）住宅ハードの整備内容が一定Ỉ準（㑅ᢥ㡯目の住ᡞ部ศの配慮につ
いて1�点以上、つ共⏝部ศの配慮について1�点以上を取得）の
ሙ合は１≀௳につࡁ���の⿵ຓがある。ࡲた、誘導㠃✚（ᑓ⏝
㠃✚��੍）のつᶍの住ᡞ整備費⿵ຓとしてᡞ当たり1��（1Ჷ
㝈度㢠1����）がある。その、キࢵズࣝーム整備費⿵ຓ1��
、ࣞࣉイࣟࢵト整備費⿵ຓ��の施設整備費⿵ຓࡶある。 

�）㜰ᕷの、ᮾி㒔、ᶓᕷ、⚄ᡞᕷ、広ᓥ┴で容✚⋡ቑ制度が
設けられている。㜰ᕷをはじめとするྛ自体では、つᶍᩜ地
の事ᴗ等ではຠᯝ的に⏝されていると評価されている。 

1�）ὶᒣᕷは㕲㐨᪂⥺の開通後ἢ⥺࣐ンࣙࢩン開Ⓨが活Ⓨで子育て世帯
のὶ入がከい。ᕷの担当者は᪤存࣐ンࣙࢩンにࡶ㐺⏝でࡁる基準設
定であるが、制度開ጞ直後であり、࿘▱が重要と評価している。 

11）世⏣谷༊では「ᘓ⠏等が子育て支援・地域交ὶ事ᴗを計画に基づ
り・送たり年�ᅇ以上の開ദ」、⚄ᡞᕷでは「一時㡸ࢃ�年㛫にࡁ
㏄ࢧーࢫࣅ等のࢧーࢫࣅ、自ಖ育ࢧーࣝࢡ活ືの支援、ಖ育施設
等との㐃ᦠのいࡎれを�年以上⥅⥆して実施」が求められる。 

1�）次の等⣭以上の性能が要௳である。「1�1⪏㟈等⣭（ᵓ㐀㌣体のಽቯ
等㜵Ṇ）：等⣭�」、「��1ຎ化対策等⣭（ᵓ㐀㌣体等）：等⣭�」、「��1
⥔ᣢ⟶理対策等⣭（ᑓ⏝配⟶）：等⣭�」、「���⥔ᣢ⟶理対策等⣭（共
⏝配⟶）：等⣭�」、「���᭦᪂対策等⣭（共⏝Ỉ⟶）：等⣭�」、「��1
省ࢠࣝࢿ࢚ー対策等⣭：等⣭�」、「��1ホࣝムアࣝデヒド対策（内
及びኳ等）：等⣭�」、「��1㧗㱋者等配慮対策等⣭（ᑓ⏝部ศ）：
等⣭３」、「���㧗㱋者等配慮対策等⣭（共⏝部ศ）：等⣭�」。 

1�）⿵ຓ㝈度㢠は、世⏣谷༊���、川ᓮᕷ1��（㧗㱋者等配慮
対策等⣭（共⏝部ศ）の取得等⣭により㝈度㢠が␗なる）である。 

1�）「住生活基本計画�全国計画�」では、目標１の基本的な施策として、
ձẸ㛫㈤㈚住宅の子育て世帯向けリフ࢛ームの促進、ճ子育て世帯
向けのⰋ質で㨩ຊ的な᪤存住宅のὶ通促進等が位置づけられている。 

1�）�～�ṓをஙඣ・ᗂඣ前期、�～�ṓをᗂඣ後期、ᑠ学生1～�年生を
ᑠ学生ప学年、ᑠ学生�～�年生をᑠ学生㧗学年としている。 

1�）「住居費をけてࡶ」とは「月ࠎの住宅ࣟーン㏉῭㢠やᐙ㈤が㧗く
なることをいう」ことを明グして調査した。なお、「住居費をけて
重要とᛮう」については、現在の長子の年㱋期༊ศについてのᅇࡶ
 。ᅇ⟅を求めたࡶけでなく、それ以前の全年㱋期༊ศについてࡔ⟆

 。ターᩘの設定はὀ�とྠᵝであるࢫラࢡターศᯒの方ἲやࢫラࢡ（�1
1�）１位３点、２位２点、３位１点、᥇ᢥなし㸮点でࢥࢫア化した。 
1�）㈇担㢠は自⏤グ入ではなく、費⏝༊ศを設定して♧しᅇ⟅を求めた。

なお、住宅タイูࣉのศᯒࡶしたが、有ពなᕪはぢられなった。 
��）定する子ࡶの年㱋は「1�ṓࡲで」と定⩏している制度ࡶあるが、

ஙඣらᑠ学生㧗学年ࡲでがྠじ基準でᢅࢃれている。 
�1）「ᖹ成 ��年住宅・土地⤫計調査（総ົ省⤫計ᒁ）」において、ぶと

子の世帯の長子年㱋と住宅所有関ಀの関ಀをみると、長子年㱋が３
ṓᮍ満ではᐙ（ẸႠᐙ）がከく、�ṓ以上ではᣢᐙがὶとなる。 

��）ᡞᘓ住宅を対象とした制度は、㈡┴では1�ᡞ以上、ᇸ⋢┴は㸳
ᡞ以上のศㆡ住宅団地が対象である（ᇸ⋢┴ࡶ当初は1�ᡞ以上が要
௳であったが、��1�年 1�月の制度改ṇで�ᡞ以上に⦆）。 

��）᪤存࣐ンࣙࢩンでは認定をཷける࣓リࢵトの明☜さや、基準㊊
の☜認にಀる住ᡞ内調査の㞴しさ（居住者のᢎㅙの得られにくさ）
がいくつの自体でᣦされている。普及上の課題とゝえる。 

��）住宅㔠⼥支援ᶵᵓ（-+)）では ��1�年度より「フラࢵト��子育て
支援ᆺ」を開ጞしている。自体が実施する⿵ຓ制度等の一定の支
援を前ᥦに、-+)が住宅ࣟーンの㔠ᘬࡁ下げを行うࡶので、住宅の
要௳（ཧ㓃基準）は「ྠ居」のሙ合は「ྎ所・ᾎᐊ・トイࣞ・⋞関
のう２ࡕつ以上を」ᩘ設置」、「近居」のሙ合は「ぶ᪘世帯と�NP以
内に居住」等であり、子育て世帯が重どする要⣲のᫎはない。⿵
ຓ制度の支援の実とేせて、-+)の制度要௳の改善等が求められる。 

��）ቚ⏣༊、⚄ᡞᕷでは住Ẹの子育て・࣑ࣗࢥニࢸ活ື支援があり、
୧自体の担当者によると、住Ẹに㧗く評価されているという。地
域での体的な子育て・子育ࡕの活ື支援への展開が求められる。 
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